（別紙３）
防災教育及び訓練の年間計画（○年度）

	避難確保計画の作成＝防災体制の確立
	実施予定時期

	

	避難確保計画の周知
	防災体制に関する事項を職員に教育し、情報伝達や避難などの重要性を理解させる。

	〇月

	施設職員、避難支援協力者への防災教育
	災害リスクの確認、防災体制の周知、避難判断や避難・引渡し手順の確認などを行う。
	〇月

	利用者、施設利用者の家族への防災教育
	災害リスクの確認、防災体制の周知、避難判断や避難・引渡し手順などを理解してもらう。
	〇月

	

	立退き避難の場合
	

	情報収集、情報伝達訓練
	情報収集ツールの確認や、情報伝達訓練を行う。
	〇月

	立退き避難訓練
	立退き避難の避難誘導訓練を行う。（引渡し訓練を行う。）
	〇月

	屋内安全確保の場合
	

	情報収集、情報伝達訓練
	情報収集ツールの確認や、情報伝達訓練を行う。
	〇月

	屋内安全確保訓練
	立退き避難の避難誘導訓練を行う。（引渡し訓練を行う。）
	〇月

	

	避難訓練結果の振り返り
	訓練実施の結果を振り返り、改善点等をまとめる。
	〇月

	

	市への避難訓練結果の報告
	避難訓練等を年1回以上実施し、実施後は概ね1ヶ月以内に、入力フォーム（市HPにおいて、避難確保計画に基づく訓練実施結果報告で検索してください。）から報告をお願いします。
	〇月

	

	避難確保計画の見直し
	訓練実施後の改善点等を避難確保計画に反映させる。
	〇月



